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（二）

れ
を
索
め
去
ら
れ
た
が
、
光
緒
の
中
頃
始
皇
本
紀
紅

mみ
て
餘
、
徐
椙
を
し
て
秤
羹
器
男
女
一
子
入
是
斯
じ
て
遷
の
本
意
に
あ
ら
す
、
何
ビ
其
の
二
年
丈
に
て
も
、
中

m分
は
女
祁

椅
っ
て
（
千
九
H
年
ー
千
九
"
-
年
）
院
闊
史
喜
一
説
に
及
ぶ
セ
窟
戒
沐
溶
せ
し
め
冒
吾
邦
に
渡
航
せ
な
れ
ば
、
遵
批
漠
の
深
臀
た
ら
始
皇
並
校
へ
入
れ
た
し
こ
希
望
す
る
も
の
さ
へ

粟

闊

間

度

政

府

派

渭

す

る

所

の

ハ

ン

ガ

今

西

茂

喜

し

敬

虔

OJ
態
度
と
｀
五
）
國
詮
統
一
の
J
n
材
等
を
本
紀
に
列
し
、
高
應
同
格
あ
り
、
誠
に
笑
止
の
至
な
り
、
余
竹
て

i

リ

9
A
ス
タ
イ
ッ
博
士
が
古
を
我
が
和
司
馬
遷
の
秦
及
始
捐
木
紀
を
叙
す
る
ゃ
必
要
上
、
博
士
官
の
外
詩
貰
1
家
の
書
の
班
に
就
か
し
め
遠
く
＝
歪
五
市
の
憶
地
方
郡
宰
の
職
に
在
り
、
紫
時
の
事
情

閻
に
訪
ふ
て
、
尼
雅
河
の
下
流
殷
址
に
僚
鼻
遠
、
行
文
叫
潔
、
殊
に
栄
逍
果
セ
痕
す
乙
を
禁
じ
た
る
．
こ
、
屈
翡
生
に
配
せ
し
め
た
る
の
其
意
は
、
塁
邪
以
今
H
に
相
及
ば
ざ
る
箔
か
な
る
も
の
あ

等
の
始
泉

gnに
杵
ふ
に
及
び
、
諸
生
来
の
良
史
こ
し
て
、
漢
廷
に
引
す
る
諜
b
し
に
不
拘
、
余
は
切
に
此
の
無
慈
雑

敢
の
始
泉
の
岱
人
を
以
て
し
て
、
其
澄

於
て
、
魏
音
間
の
人
が
書
い
た
所
の
木

等
を
案
問
す
る
に
（
諸
生
博
相
告
引
、
示
セ
該
ね
、
威
武
ぷ
可
屈
の
志
操
の
他
な
る
向
上
心
の
勃
発
を
憂
ひ
、
懇
ろ
に

剖
た
る
性
情
を
登
館
す
る
の
文
中
、
鬼

節
敷
土
＇
枚
を
得
た
。
嗣
い
で
光
緒
の
末

．
氣
あ
り
て
宛
然
眼
中
其
人
を
見
る
の
息

年
（
千
九

H
O六
年
ー
千
九

l
I
O
八

年

）

乃

自

除

者

四

fi六
十
餘
人
）
見
て
、
彼
潔
を
表
す
る
も
の
ご
解
す
べ
く
、
之
に
中
等

ff業
数
育
の
奨
圃
に
努
め
、
就
中

等
の
腐
膳
敗
肝
を
伯
る
の
末
、
之
を
航

Jt
し
て
、
吾
山
陽
外
史
の
豊
臣
氏
を
博
高
等
数

riセ
慾
求
す
る
も
の
ア
こ
難
も
、

あ
ら
し
む
、
現
に
布
の
呆
晰
の
能
を
形

す
に
、
往
々
霰
怒
）
（
大
怒
）
の
文
字
を
冠

前
後
し
て
羅
布
涼
爾
の
東
北
故
城
に
於

殺
せ
り
、
余
息
ふ
に
、
始
限
の
捻
政
の
す
る
に
、
之
を
惚
川
氏
前
記
に
班
し
た
可
成
専
門
界
校
に
向
ふ
を
期
せ
し
め

fC

し
て
、
以
て
四
附
の
史
官
を
躍
動
せ
し

．
て
、
前
後
腎
初
の
人
が
書
い
た
木
簡
LII

餘

枚

を

得

見

（

原

物

は

均

し

く

莱

圃

博

上

乗

な

る

も

の

坑

船

打

に

其

一

に

居

る

る

の

態

度

を

見

る

に

、

正

に

宵

戦

の

差

り

し

が

、

H
今
の
俯
況
は
府
一
府
盆
々

而

し

て

坑

殺

方

法

に

至

っ

ー

は

古

水

史

あ

る

を

覺

ゅ

‘

其

弊

に

堪

へ

す

、

兎

に

角

大

界

に

入

ら

む
る
の
妙
、
不
畳
打
案
快
を
呼
ば

L
む

物
館
の
牧
蔵
に
師
し
た
）
是
は
皆
佛
人

偵
無
し
、
余
頃
H
東
披
時
注
セ
韻
み
、
今
古
不
罷
出
ゆ
英
主
セ
偵
す
る
に
、
雄
す
ん
ば
の
意
氣
込
愈
々
盛
な
る
も
の
あ

る
も
の
あ
り
、
素
是
れ
先
天
的
投
族
の

應
し
て
、
施
蕩
恣
雁
小
節
に
拘
拘
た
一
時
を
得
て
之
を
知
り
、
不
登
掩
怨
痛
大
楽
侠
の
霊
喰
を
以
て
す
、
宜
癸
其
雄
る
に
至
れ
h
o

一
チ
ャ
バ
プ
ス
数
授
の
考
秤
を
経
て
、
其

快

を

叫

ぷ

に

至

る

、

魂

を

し

て

萬

古

灰

な

ら

す

、

筆

端

の

呵

而

し

て

其

大

學

や

専

門

校

の

卒

業

者

は

ら
す
、
遠
大
の
希
望
を
恨
く
の
半
而
に

一
の
第
一
次
得
る
所
は
、
ス
氏
の
和
闘
故

飲
酒
墨
蘇
東
披
す
る
虞
紙
上
虎
あ
ら
し
む
。
東
披
の
一
如
何
に
と
見
る
に
、
近
来
の
如
く
に
て

蹟
中
に
印
せ
ら
れ
、
第
二
次
得
る
所
は
は
肛
情
掩
行
後
岡
の
撤
少
~
、
為
め
に

．
捕
士
雅
好
飲
°
穴
士
山
殿
誰
婢
哀
裔
厨
山
詩
亦
能
（
英
雄
の
心
事
を
解
す
る
を
見
は
職
業
の
選
搾
杯
無
論
本
意
に
任
せ
す

別
に
専
書
と
な
り
、
民
國
二
年
一
二
年
の
享
國
の
多
肺
な
ら
ざ
り
し
は
痛
惜
に
堪

る
、
卑
見
庶
幾
は
視
な
か
ら
ん
乎
、
謹
辛
く
も
何
等
か
の
職
務
に
在
り
附
く
セ

間
に
出
版
さ
れ
た
。
此
の
項
木
簡
中
に
＾
す
、
其
似
動
中
屈
指
す
べ
き
（
一
揺
僅
去
。
打
王
不

s"儲
゜

で
数
を
君
子
に
睛
ふ
、
（
第
五
十
一
議
會
以
て
謂
足
せ
ざ
る
ぺ
か
ら
す
、
北
し
き

ー
は
古
宵
（
荘
頷
甜
森
就
篇
等
）
肝
H
方
々
十
一
二
歳
に
し
て
即
位
し
、
爾
後
十
年
注
史
記
所
戟
坑
闊
、
止
日
坑
之
咸
陽

而
厭
陽
非
更
粒
於
瓜
郎
中
、
載
古

而
が
あ
る
が
、
其
の
大
半
は
皆
屯
戌
箭
に
し
て
六
國
を
戦
定
し
、
（
二
）
李
期
、
文
奇
字
云
、
他
應
＂
人
種
瓜
隈
閉
會
営

H
記

）

＇

，

片

業

側

の

如

き

、

悶

歴

の

高

き

丈

就

llJ
研
谷
甲
、
瓜
宜
成
、
介
入
上
書

日

、

瓜

冬

孔

、

布

詔

下

博

士

諸

教

育

ご

進

修

に

就

て

職

の

難

き

を

加

ふ

る

の

有

様

に

し

て

、

”
で
あ
る
。
（
ま
た
公
文
案
深
信
札
等
も
尉
練
子
等
の
俊
オ
を
任
川
し
國
政
に
典

あ

る

）

轟

二

印

に

於

て

闘

係

極

め

て

か

ら

し

め

、

周

公

の

制

せ

し

論

琥

を

崩

生

、

説

之

人

々

各

異

、

削

秤

偉

往

稲

田

穣

科

平

的

押

識

を

職

務

t
に
應
JII
す
る
が

力
な
る
も
OJ
で
あ
る
。
民
國
二
年
の
冬
し
て
君
臣
父
子
の
大
義
セ
絶
封
な
ら
し
視
之
｀
而
為
伏
機
、
諸
俯
生
皆
至

力
相
難
不
袂
、
因
悛
梧
従
上
皆
脆
頃
H
爪
千
年
替
り
の
葛
合
、
例
の
中
等
以
如
き
は
、
到
底
塑
む
ぺ
告
に
あ
ら
す
、
要

め
、
以
て
自
か
ら
古
を
成
し
、
文
化
革
殺
、

チ

ャ

バ

ゾ

ス

数

授

は

、

其

の

校

訂

未

印

上

の

諸

學

校

に

於

て

、

選

抜

試

瞼

の

混

す

る

に

平

脈

は

求

職

の

場

合

、

雁

歴

冑

新
に
急
な
る
、
大
策
に
代
ふ
る
に
小
策
秦
泉
由
来
超
世
的
大
侃
人
に
し
て
、
営
雑
は
相
襲
ら
す
の
次
第
に
て
、
言
は
ゞ
を
飾
る
の
一
要
具
に
過
ぎ
す
し
t
、
今

成
の
木
セ
羅
叔
言
差
事
に
寄
せ
た
の
で

時
の
凡
附
國
民
に
社
臨
す
る
に
は
｀
餘
己
い
の
界
オ
杯
に
は
全
く
頓
着
せ
す
、
は
却
て
其
甜
け
れ
ば
高
ぎ
丈
就
職
難
を

を
以
て
し
、
班
に
程
逸
セ
獄
中
よ
h
起

面
氏
は
余
と
典
仁
煎
ね
て
考

firを
加
ヘ

一
ス
ク
イ
ソ
氏
が
和
闘
に
於
て
得
た
所
の
し
て
隷
書
一
1

1

千
字
を
制
せ
．
し
め
、
直
に
り
に
賢
明
の
天
子
托
り
し
批
、
故
に
博
猫
§
杓
千
が
、
家
庭
の
事
情
相
許
す
限
加
へ
て
、
全
く
自
細
自
縛
の
成
な
苔
能

t
の
と
を
併
せ
、
景
印
し
て
世
に
行
ふ
之
を
御
史
に
擢
川
し
、
（
三
）
洩
裔
の
吼
士
懇
吸
々
の
界
に
耳
を
恨
し
て
國
政
り
、
男
女
・
i

な
，
、
無
睛
ビ
高
級
校
の
は
す
、
殊
に
女
子
に
在
て
は
女
界
校
は

・
・
・
・
ビ
朝
の
怒
に
乗
じ
て
大
后
を
遷
し
れ
セ
料
理
す
る
は
不
可
望
の
事
に
屈
す
、
入
學
を
志
望
す
る
の
有
様
に
て
、
其
楳
先
づ
可
な
り
で
す
る
も
、
高
等
の
数
育

る
も
、
’
-
．
布
衣
茅
焦
の
諫
を
容
れ
て
大
其
上
彼
等
の
貧
性
陪
劣
怯
慌
に
し
て
、
校
卒
業
後
の
虞
世
方
針
杯
に
到
て
は
、
セ
加
ふ
る
に
随
ひ
、
反
比
例
に
、
婦
徳

t
°
所
謂
流
沙
豚
簡
（
民
國
―
-

I

年
四
月

．
后
を
咸
陽
に
遷
し
奉
り
、
（
四
）
居
常
敬
不
足
侍
事
は
疾
に
息
帝
の
打
破
す
る
所
本
人
は
固
ょ
り
父
兄
に
於
て
も
、
未
だ

t
如
何
敷
行
動
相
現
は
れ
、
遂
に
家
庭

川
版
、
澤
者
云
ー
ー
一
冊
）
是
れ
で
あ
る
。

紳
の
念
に
篤
く
、
裏
歩
に
舜
帝
を
望
祀
に
し
て
、
焚
書
坑
偽
固
よ
り
必
然
の
慮
全
ぃ
決
定
し
居
ら
す
、
加
之
循
等
中
に
に
さ
へ
容
れ
ら
れ
難
苔
も
の
あ
る
に
至

郎
の
外
諮
國
入
ヘ
ド
ニ
ー
も
亦
得
る

し
、
會
稽
に
大
高
｀
セ
祭
b
‘
而
し
て
大
置
こ
し
て
常
然
謳
歌
す
ぺ
し
、
後
泄
儲
は
9

，
中
序
校
数
科
の
性
質
す
ら
能
く
は
る
は
粘
歎
の
外
な
し
・
t
J

す。

所
が
あ
り
、
ま
た
日
本
人
大
谷
光
瑞
が

••••• 

風
の
為
に
苦
し
め
ら
れ
し
湘
君
の
祠
は
者
の
下
せ
し
（
暴
秦
）
又
（
虎
狼
秦
）
の
評
榊
紐
社
ヤ
’
¥
．
兎
に
角
中
平
丈
は
卒
業
せ
如
斯
は
現
行
制
度
に
於
け
る
文
官
任
用

一
得
る
所
西
域
罰
譜
一
害
が
あ
る
、
併
し

―
―
一
枚
舜
二
妻
を
祀
る
孟
面
~
き
て
｀
直
ち
に
全
語
は
失
賞
の
極
ヽ

4
謂
ふ
べ
く
、
但
．
遷
れ
ば
な
ら
？
窮
し
、
甚
し
き
は
、
高
令
な
り
、
官
公
吏
狂
崩
上
の
手
紺
、
叉

其
の
中
木
簡
は
た
だ
吐
魯
香
の
二

應
藷
に
し
た
る
と
、
帥
仙
に
情
伐
の
地
時
に
J
l
t
t
l
吻
無
き
に
あ
ら
ざ
る
も
、
等
小
楳
校
i
1

ヶ
年
の
代
り
に
、
切
て
は
は
試
陰
規
削
の
不
備
ポ
JTI
慈
の
桔
果
に

ー
の
み
で
あ
る
0

(
未
完
）

I
n
(
I

け
卜
r
ー
、
•
9
.
，
l
.
,

＇
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（三）

i'iべりの古(/)セ子来等せ種るりtのの前なる―C のす iこにな（りこ只老得以熾な種しも一
＂：きて女 II米岱以がを 1i‘ のがと方肩述るも bl餘し忍とり所は管股たの烈く反た 1k
‘而 1よき堂にて、行岱深名‘す便菌のはのて暇てぴ見自謂な打l！離るもに‘抗るる 11
延巳曾好々‘足只貨の〈餐瑕る上を如心すは‘‘ざる己學れ合散。）のし只（Iり官べ'

いなに機た進れ何ふ青は慾りの｀得く細ら自讀而るに又閥 I) 集齢結限てだ向甘け l’
てら其 I囮る修り等ぺ牡追は 1こ弊徒ん余さ‘ら書かが‘はの‘中居果に所 2t．民れ',
はす人す歴 (Iりこ・かき年兆各駁習らがは次宵の趣も女II追其新而のしに給謂 心 .q1.ざ
促 ‘0) ら史心しの li. ，せ自歩を 1こ為主第に進味慮き城家人し弊‘し科→

ラ

ェク
ののも

校各人不IJ あ掛‘職資且IIすのを痛高‘義な絶修丈 ilFもな 1ドがて宵地て生 し致餘‘
の其格川るを自業あちご自誼 9戌級莉とら無 1こにののがの‘是を方‘活ラ なす弊要ィ
1f. 11}: 0) せ‘も己にる新す山 b す校〈しす稀努て傍なら修~平等重 1i ・岱にしる虞よ 1よ
立校訪ざ此打莉在の II る、窟‘るのはてや 1iめもらき多脊索新ね荒に限こと‘り耕
」•1_: 1: る偵忘はり新本も思是ー入就‘°のつ保‘に〈！よの進る 9投家る云の誰末年
國n情1こ徳れ家附人の‘に等人學職自 現ヽ有公非言女II心有有さ庭こ・ふ希彼るりll
家ふむ到堂‘春く諸賠是任ーなを上己 況あし職らふ何掛偽様れは心所望と一致

Ii tて古牝そ其せ元，t，} fこうすがる支 省ら女II りい ilt()）崩る於市のさ｀~はる脱昧さ'1 こ
ifi t・許てれのは・来がりでる起‘那所せるき‘て紀手（べて民 Lる ‘のしにる蒙
宋ての市に國‘國分し‘考ら治と さ・るは我夕の習べか‘の iこに一盛て於もる
()ノ話中村就民先りtらて築へ‘出云 る附‘業に戯杯くら誠憫浩も 1よ況‘ての虞

末さよ博い性づをな居観も而つふ 可劣世既死語圭‘すに匝歎職未を市‘どの

のれり士てを其論いるし‘した國感 らの湖にすにふ
ロ聰
〈
‘恥‘に由だ観民本す義』
人づ品堪す充るの堂畜務周だ面が私解のじ結°て亦てかは す甚に成る過俗
ペ

密ー白講のせ國國果是見始＂で賞 °し逓れのぎ諺 1よぺ位・ヽペ分に志が故の
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